
図　PC上で描画した輪重･横圧波形表示例(PNG形式)
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　これまで間欠式輪重横圧測定は，車輪板部に貼付された

ひずみゲージの出力波形を，サーマルレコーダでチャート

用紙に印字して，その正負に振幅する波形を定規により目

視で振れ幅を読み取るため，紙幅の広いサーマルレコーダ

は必要不可欠なものであった。計測技術の変化とともに，

紙幅の広いサーマルレコーダは現状ではほとんど無くなり，

代替の環境が強く求められていた。

　そこでサンプリングデータを波形の形で，画像ファイル

（PNG形式）に，1ピクセルずつ描画することにより，PC

の画面上にチャート用紙を再現するチャートレスシステム

を開発した。シンプルな描画システムであるが，原波形と

解析後の輪重・横圧波形を重ねて表示できる他，紙幅にと

らわれることのない自由なレイアウトに加え，1枚のファ

イル容量が少ないためWindows標準の「フォト」等で数百
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枚のファイルでもチャート用紙を捲るように閲覧出来るこ

とが特長である。

1DIVを任意のキロ程幅に設定可能

測定項目毎にスケールレンジ・表示位置の変更が簡単にできる
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